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人
権
の
大
切
さ
と
言
わ
れ
て
も
、

多
分
多
く
の
人
々
は
、
特
段
に
意
識

し
て
行
動
し
、
ま
た
、
考
え
な
が
ら

社
会
生
活
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
人
権
と
い
う
こ
と
を
少
し

考
え
て
み
よ
う
。
「
人
権
」
と
言
っ

て
も
、
子
ど
も
の
人
権
、
女
性
の
地

位
の
向
上
、
障
が
い
者
の
社
会
と
平

等
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
国
内
に

い
る
外
国
人
の
問
題
、
ア
イ
ヌ
問
題
、

同
和
問
題
等
、
多
く
の
人
権
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

寝
た
き
り
状
態
に
な
り
、
高
齢
に
な

「
高
齢
者
に
つ
い
て
」

れ
ば
な
る
ほ
ど
住
み
な
れ
た
自
宅
で

静
か
に
最
期
を
迎
え
た
い
と
願
う
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
寝
た
き
り
状
態

に
な
れ
ば
、
介
護
・
看
護
で
多
く
の

人
手
を
煩
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
様
な
環
境
の
中
で
高
齢
者
の
人

権
問
題
は
、
多
方
面
に
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
提
起
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
一
歩
一
歩
少
し
ず
つ
努

力
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
す
。

　

人
権
を
考
え
る
こ
と
は
、
人
生
を

生
き
て
い
く
う
え
で
避
け
て
通
れ
な

い
試
練
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　
　

　

本
村
は
、
高
齢
者
の
占
め
る
割
合

の
高
い
自
治
体
で
あ
り
、
山
間
部
に

位
置
し
て
い
る
た
め
、
交
通
事
情
も

決
し
て
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は

な
ん
と
か
生
活
し
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
に
わ
た
り
こ
の
状
態
が
保
た
れ

る
と
は
保
障
で
き
ま
せ
ん
。

　

区
長
会
と
し
て
も
、
行
政
・
民
生

委
員
・
教
育
関
係
者
等
と
親
密
な
連

携
を
は
か
り
、
高
齢
者
の
住
み
や
す

い
、
希
望
の
持
て
る
豊
か
な
村
に
す

る
た
め
に
、
住
民
と
行
政
の
か
け
橋

に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
　
　

行
政
区
長
会
長　

江
原　

茂

　11月25（土）、26（日）に

「和紙フェス2017 in東秩父村」

を開催します！

　東秩父村では、11月27日を

「東秩父村手漉き和紙の日」と定

め、和紙のさまざまな楽しみ方を

知ってもらおうと和紙が主役のイ

ベントを準備中です。

　詳細は随時アップしていきます

ので、東秩父村ホームページや公

式フェイスブックもぜひチェック

してみてください

地域おこし協力隊通信
東秩父を全力応援！

　9月24日に大学生とのコラボプロジェクト「ふるさと支援隊」の第2回を行いました。
　ふるさと支援隊とは、高齢化などが進む中山間地域を大学生ならではの視点を活かし
て地域活動をサポートする埼玉県の事業です。今年度より大東文化大学国際関係学部の

学生たちと活動しています。
　「東秩父村中山間地域の暮らし（食・慣習・自然風土）を通じた交流の創造」をテーマに、今回は手打ちう
どんと冷汁の作り方を学び、稲刈り体験を行いました。学生にとっては全てが初めての体験で、出来上がった
料理の味や、太陽に照らされて輝く稲穂の風
景に感動が尽きないようでした。
　地域の方からは食材の無駄のない使い方や、
もったいない精神について教えていただきま
した。なんでも早く簡単にできてしまうよう
な現代だからこそ、手間と時間をかけること
の深みについても考える機会になり、地域の
方の言葉から得られる気付きを大切に心に留
めておきたいと思います。
　次回は12月に冬ならではの保存食を教えて
いただきます。


